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移植した血管が「再び狭くなる」仕組みを、血管の壁の層ごとに読み解く

― 旭川医科大学 × 米国ワシントン大学の国際共同研究が国際学術誌に掲載 ―

足の動脈硬化に対するバイパス手術では患者さん自身の静脈を移植しますが、その20〜30%は1〜2年のうちに再び狭

くなってしまいます。旭川医科大学と米国ワシントン大学の共同研究チームは、最新の「空間トランスクリプトーム

解析」で移植静脈の壁を3つの層に分けて調べ、狭くなった部分では細胞の増えすぎや炎症を抑える「ブレーキ」が弱

まっている可能性を見出しました。成果は米国血管外科学会の学術誌『JVS–Vascular Science』に掲載されます。

1 旭川とシアトルをつなぐ国際共同研究

旭川医科大学病院で再手術を受けた患者さんか

ら、研究への参加についてお知らせしたうえで血

管組織を採取しました。解析は米国シアトルのワ

シントン大学（Gale L. Tang先生の研究室）で、旭

川から留学した鎌田啓輔助教が中心となって行い

ました。手術の現場と最先端の解析技術を組み合

わせることで実現した研究です。両大学は現在も

連携を続けており、腹部大動脈瘤などの研究にも

共同で取り組んでいます。
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2 研究のかんたんな要約

3名の患者さんの移植静脈を、壁の3層・計80か所に分けて、遺伝子の働きを一度に調べました。

同じ移植静脈の「狭くならなかった部分」と「狭くなった部分」を比べると…
血管の壁を3つの層（内膜・中膜・外膜）に分けて、遺伝子の働きを調べました
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内膜 中膜 外膜 炎症細胞 ※ 3名の患者さんを対象とした探索的な研究です。イラストは模式図です。

3 動脈硬化との関係と今後の展望

移植した静脈が狭くなる現象は動脈硬化そのものとは異なりますが、血管の筋肉の細胞が増える、炎症細胞が集まるといった共通の

仕組みが関わっています。今後はより多くの患者さんで結果を確かめるとともに、狭くなりやすい静脈を手術前に見分ける方法や再

狭窄を防ぐ治療、本プロジェクトの細胞外小胞（血液検査）研究との連携につなげていきます。
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